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●一番大事なこと……

＜この章のキーワード＞
データバー、カラースケール、アイコンセット、Power View、Power Map

その豊富な表現力を身につけよう！

Excelは 2007バージョンから大きく変貌を遂げました。その一番大きな変更点は、「条件付き書式の強化」
です。
条件付き書式は Excel 2003までにもありましたが、利用範囲は限定的であり、ビジュアル的にも分析用
のそれとは大きくかけ離れていました。ところが、2007以降はそれが大きく改善されました。
Excel 2013からは、この強化された条件付き書式に加え、Power View、Power Mapという動的にデータ
を表現する仕組みも導入されています。パッと見、これが Excelなのだろうか……と目を疑うほどの表現
力が実装されました。
この章ではデータの可視化という観点から、これらの機能を紹介していきたいと思います。
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ここで紹介する機能に特別な準備は必要ありません。また本書では、Excel 2013のスクリーンショットを

使っていますが、基本的には Excel 2007、2010、2013の各バージョンで利用することが可能です。Excel

を準備して起動するだけで利用できます。

データバー

データバーは、セルの中に棒グラフをセットできる機能です（図 2.1）。量的な比較をする際にとても重宝し

ます。また、表とグラフを一度に表記できるため、省スペースにもなります。下記の例は、メンバーごとの

2005年、2006年の売上金額をまとめたものです。表とグラフが分かれていると表とグラフを交互に見なく

てはなりませんが、まとまっていると視線の移動が少なく、比較がしやすくなります。

またこの例の場合、複数の年をまたいだ比較ができます。図 2.1の右側では、各メンバーの受注金額の比較

を比較的容易にできますが、図 2.1の左側のように表とグラフが分かれた状態だと、それが難しいですよね。

＜図 2.1のデータバーから把握できること＞  

● 最も受注金額の多い人は、

 2005年は「小川 さよ子」さん。受注金額は「1,272,100円」

 2006年は「川村 匡」さん。受注金額は「1,250,700円」

● 逆に受注金額の少ない人は、

 2005年は「青木 俊之」さん。受注金額は「590,500円」

 2006年は「小川 さよ子」さん。受注金額は「605,700円」

● 従来のスタイル ● データバーを利用

2.1	 Excelの表現手法を知ろう～条件付き書式～ 20102007 2013

データバーを利用すれば、
ひと目で理解できる

表とグラフが 
分かれている

図 2.1　データバー
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カラースケール

「データバー」のセット方法

① データバーをセットしたいエリアを選択する。
もし 2つ以上のエリアを選択したい場合には、
「CTRL」キーを押しながら選択する

② リボンの「条件付き書式」-「デー
タバー」から任意のデータバー
を選択する

カラースケールは、セルに格納されたデータをもとに相対的に配色をする機能です。表全体のデータの傾向

を把握するのに最も有効な方法です。例えば図 2.3の事例であれば、金額の大きなデータ（グリーン）と小

さなデータ（レッド）を探すのにそれほど苦労しないのではないでしょうか。

データバーの使い方は、次の 2ステップのとおりです。たいへん簡単です。

＜図 2.3のカラースケールから把握できること＞
● 最も受注金額の多い商品は、

 受注金額「786,100円」で 6月の「魚介類」

 受注金額「721,400円」で 12月の「飲料」

● 最も受注金額の少ない商品は、

 受注金額「33,200円」で 5月の「加工食品」

 受注金額「36,400円」で 12月の「肉類」

図 2.3　カラースケール

図 2.2　データバーの使い方
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「カラースケール」のセット方法

カラースケールの使い方も、データバー同様、簡単です。図 2.4に、その流れを示します。

最大値が「レッド」、最小
値が「グリーン」、中間値
が「イエロー」の一般的な
タイプ。大きい方が良い結
果のときに利用する

図 2.4　カラースケールの使い方

① カラースケールをセットしたいエリアを選択する。もし
2つ以上のエリアを選択したい場合には、データバーの
ときと同じように「CTRL」キーを押しながら選択する

② リボンの「条件付き書式」-「カ
ラースケール」から任意のカ
ラースケールを選択する

最大値が「グリーン」、最小値が
「レッド」、中間値が「イエロー」
の一般的なタイプ。大きい方が良
い結果のときに利用する
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図 2.5　カラースケールの細かな設定

図 2.6　莫大なデータでも大丈夫

カラースケールは、莫大な数のデータの中から最大値や最小値、平均値などを探し出すのにたいへん有効な

ツールと言えます。特に図 2.6のように商品アイテムが増えた場合、売上額の傾向を把握するのには最適で

す。

「その他のルール」で細かな設定ができる。下
部がパラメーター設定画面。設定範囲や設定時
の数値の判断基準（「数値」「パーセント」「数式」
「百分位」）、「値」や「色」を指定できる

より多くのデータから傾向を
探るのに最も有効なツール


